
学校番号 3023 

令和 2年度 理科 

 

教科 理数 科目 理数化学 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 化学基礎 改訂版（啓林館） 

副教材等 センサー化学基礎（啓林館）、七訂版 スクエア最新図説化学（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・高校の勉強は自学自習が基本。内容の基礎をしっかりと理解することに重点を置き、応用問題

にも適宜取り組んでいく。問題演習では共に学び合う雰囲気を作っていく。 

・復習が非常に大切。基礎固めが特に重要。基礎という土台ができていなければ応用問題には取

り組めない。復習といっても、何時間も行うのではなく、その日の学習内容を 10分程度で見返

すだけでよい。その積み重ねが非常に重要である。 

・内容理解に欠かせない演示実験、生徒自らが行う実験は授業の中で多く取り入れていく。 

・小テストを行い、内容の理解度の確認を行う。目標点に達しない場合、再テストも行う。 

 

２ 学習の到達目標 

・化学的な現象を基礎から理解する。 

・授業プリントの演習問題、問題集の基本問題が自力で解けるようになる。 

・学習を通して化学と人間生活との関係を理解する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら化

学に関する現象に関

心をもち、意欲的に

探究しようとすると

ともに、科学的な見

方や考え方を身に付

けている。 

化学現象の中に問題

を見いだし、探究す

る課程を通して、事

象を科学的に考察

し、導き出した考え

を適切に表現してい

る。 

化学現象に関する実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

化学現象について、

基本的な概念や原

理・原則を理解し、

知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験の記録 

小テスト 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

化
学
と
人
間
生
活 

化学と人間生活 

・化学と人間生活 

・生活の中の化学の役割 

○    

a: 身の回りの物体の構成に関

心を持ち、意欲的に探究し

ようとする。 

b: 物質の構成について科学的

に考察し、導き出した考え

を適切に表現している。 

c: 物質の構成に関する実験な

どを行い、基本操作を習得

するとともに、それらの過

程や結果を的確に記録、整

理している。 

d: 物質が原子や分子、イオン

からできており、それらが

どのような状態で存在して

いるかを理解し、知識を身

に付けている。 

学習状況 

実験 

小テスト 

定期考査 物
質
の
構
成 

物質の構成 

・純物質と混合物 

・物質とその成分 

・粒子の熱運動と物質の三態 

○  ○  

物質の構成粒子 

・原子の構造と電子配置 

・イオン 

・元素の周期表 

○   ○ 

化学結合 

・イオン結合 

・共有結合 

・金属結合 

・物質の分類と融点 

 ○  ○ 

物
質
の
変
化 

物質量と化学反応式 

・原子量・分子量・式量 

・物質量（mol） 

・モル濃度 

・質量パーセント濃度 

・化学反応式と化学変化の量

的関係 

○ ○   

a: 物質量の考えに関心を持

ち、意欲的に探究しようと

する。 

b: 物質量と化学反応式の仕組

みについて科学的に考察

し、導き出した考えを適切

に表現している。 

c: 物質量、反応の量関係に関

する実験などを行い、基本

操作を習得するとともに、

それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d: 物質量と化学反応式の考え

方を理解し、知識を身に付

けている。 

学習状況 

実験 

小テスト 

定期考査 



後
期 

物
質
の
変
化 

酸と塩基 

・酸と塩基 

・水の電離と pH 

・酸・塩基の中和と塩 

・中和滴定 

・中和反応と人間生活 

 ○ ○  

a: 酸と塩基が関係する現象に

関心を持ち、意欲的に探究

しようとする。 

b: 酸と塩基の反応の仕組みに

ついて科学的に考察し、導

き出した考えを適切に表現

している。 

c: 酸と塩基に関する実験など

を行い、基本操作を習得す

るとともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整理

している。 

d: 酸と塩基の考え方を理解

し、知識を身に付けている。 

学習状況 

実験 

小テスト 

定期考査 

酸化還元反応 

・酸化と還元 

・酸化剤と還元剤 

・金属の酸化還元反応 

・酸化還元反応と人間生活 

  ○ ○ 

a: 酸化還元反応が関係する現

象に関心を持ち、意欲的に

探究しようとする。 

b: 酸化還元反応の仕組みにつ

いて科学的に考察し、導き

出した考えを適切に表現し

ている。 

c: 酸化還元反応に関する実験

などを行い、基本操作を習

得するとともに、それらの

過程や結果を的確に記録、

整理している。 

d: 酸化還元反応の考え方を理

解し、知識を身に付けてい

る。 

学習状況 

実験 

小テスト 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


